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１．全体のスケジュールと今回の検討内容

開催回 開催時期 主な議題

第１回 令和４年６月27日
・近年の降雨及び水害の状況
・都におけるこれまでの治水対策
・気候変動の状況と都の動き
・今後の河川整備に関する検討の方向性

第２回 令和４年11月10日

・温度シナリオの設定
・洪水対策に関する検討

計画降雨の設定、目標整備水準の設定、
施設整備手法の基本的な考え方

・高潮対策に関する検討
江東内部河川における計画降雨の設定、
高潮に対する目標整備水準、
施設整備手法の基本的な考え方

現場視察 令和５年１月27日 ・環状七号線地下調節池（善福寺川取水施設）、
隅田川、小名木川

＜現場視察の様子＞

環状七号線地下調節池

小名木川（扇橋閘門）
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開催回 開催時期 主な議題

第３回 令和５年６月27日

・中小河川の洪水対策に関する検討
計画降雨の設定、目標整備水準の設定、
施設整備手法の基本的な考え方、整備の進め方

・低地河川の高潮対策等に関する検討
江東内部河川における計画降雨の設定、
高潮に対する目標整備水準、
施設整備手法の基本的な考え方、整備の進め方

・ソフト対策の強化

中間とりまとめ 令和５年7月14日 ・第１〜３回までの報告内容と最終報告に向けた方向性を整理

パブリックコメント 令和５年7月18日
〜8月18日 ・中間とりまとめの内容について、意見募集を実施

第４回 令和５年９月14日

・中小河川の洪水対策に関する検討
地下トンネル式調節池を活用した対策案の検討、整備の進め方

・低地河川の高潮対策等に関する検討
気候変動を考慮した必要堤防高の設定、整備の進め方、今後の検討課題、
今後の検討に向けた確認事項（その１・２）

・最終とりまとめに向けて
・その他（パブコメの意見と対応など）

第５回 令和５年11月14日 ・最終とりまとめ（案）

１．全体のスケジュールと今回の検討内容
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２．第４回委員会意見のレビュー

分類 委員からの主な意見
洪水対策 ● 各比較検証においては、浸水面積だけでなく深刻度（被害額など）でも比較すると良い。

● 調節池のネットワーク化については、効果の高い降雨や低い降雨について知見を得ることで今後の計画等に活かせると思う。
● ネットワーク化は計画規模以上の降雨でも、取水方法や施設の運用方法による容量の適切な使用等が必要である。
● 近年は計画規模の総雨量を短時間で観測する事象が増えている。このような事象についてもどの程度効果があるか確認してお

くとよい。

高潮対策 ● 気候変動による気温の2度上昇は2050年頃とされていることから、台風の強大化も2050年頃に起きると想定して優先度を検討
することは現段階では妥当な見解である。

● 河川堤防と海岸保全施設との堤防高の設定は、それぞれの考え方があり、取合い部の擦り付け方等については、今後の詳細
設計などで検討していくべきである。

● 低地河川における気候変動を考慮した必要堤防高の設定において、不確実性を踏まえ、余裕を見ることが重要と考える。その
ため、どのように余裕を考慮するかを整理した方が良いのではないか。

● 防潮堤高さに不確実性を考慮する場合は、考え方など根拠を明示しながらハードで対応することや、モニタリングをしつつ見
直しを行う等、様々な方法が考えられる。

● アンサンブルデータ（d2PDF）を用いて不確実性の幅の見積りに使用することも可能である。

２−１．レビュー一覧
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２．第４回委員会意見のレビュー（中小河川の洪水対策）
２−２．中小河川の洪水対策に関するこれまでの検討

調節池等を活用した効率的・効果的な対策
▷時間50mmを超える部分の対策は、これまでと同様に、調節池等により対応することを基本※として、道路下や公園などの公共空間
を活用することなどにより、効率的に整備を推進
※ただし、今後、各河川において、沿川の用地や整備状況等から河道整備での対応が可能な場合においては、下流への負担などを踏まえて調節池以外
の対応も視野に検討

▷高度利用された都内流域においては、河川沿いに公共用地などのまとまった事業用地が限定的であることから、治水効果の早期発
現のため、既存調節池の改造などの既存ストックを最大限有効活用※

※将来的なストック効果の更なる発揮に向けて、施設容量のより有効な活用(ゲート設置など)も考慮

■気候変動による降雨量の増加等に対する基本的な対応方針

地下トンネル式
(神田川・環状七号線地下調節池)

■調節池等の整備
・都ではこれまで３つの形式の調節池及び、分水路を整備
・形式の選定は用地確保の実現性や事業費などを総合的に勘案し判断

掘込み式
(金山調節池)

地下箱式
(善福寺川調節池)

調節池等の今後の整備に向けた着眼点

〇将来の規模拡大も見据えた施設拡張の可能性を
考慮する

〇計画を上回る雨量や様々な降り方など、降雨の
不確実性にも広く効果を発揮し、洪水被害を防
止または軽減させる

〇沿川の状況や周辺への影響等を踏まえ、工事
に使用する範囲を可能な限り小さくする

① 中小河川の洪水対策に関するこれまでの検討
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２．第４回委員会意見のレビュー（中小河川の洪水対策）

① 中小河川の洪水対策に関するこれまでの検討

河川

流下施設の整備
下流の海等へ放流

河川

河川

複数の調節池を広域的にネットワーク化

【地下トンネル式調節池を活用した整備】

■効率的・効果的な調節池整備の推進

○用地確保の実現性や事業費、効果発現までの時間を総合的に勘案し、最も効率的・効果的な調節池形式を選定し整備を進めていく
○その中でも、地下トンネル式調節池は、必要な事業用地が比較的小さく、複数の地点・流域から洪水を取水でき、施設規模やルートが
比較的柔軟に設定しやすいなどの利点を有している

（１）流下施設の整備
洪水を取水し続けることが可能となるよう、地下河川や

分水路を整備することで、線状降水帯のような同じ場所に
降り続く長時間豪雨にも高い効果を発揮

（２）複数調節池の連結によるネットワーク化
地下トンネルで複数の調節池を広域的にネットワーク化

することで、必要な調節池容量の確保に加え、調節池容量
の相互融通により、局地的豪雨にも効果を発揮

地下トンネル式調節池を活用した整備の有効性について追加確認

２−２．中小河川の洪水対策に関するこれまでの検討
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２．第４回委員会意見のレビュー（中小河川の洪水対策）

③ ネットワーク化の基本的な考え方
２−２．中小河川の洪水対策に関するこれまでの検討

・原則、地下箱式調節池と同じ治水機能を確保
・計画規模を超える局地的な降雨などにおいて、調節池容量を相互融通

➡ 降雨の強い流域で調節池への取水量が増加することで、浸水被害が低減

ネ
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ク
化

5万m3 20万m3

10万m3

【整備イメージ】 【計画規模以下の降雨】

地
下
箱
式
調
節
池

【計画規模を超える局地的な降雨】

●●川

▲▲川

●●川

▲▲川

計画規模を超える
降雨により溢水

他流域の降雨状況等踏まえ、
容量を相互融通することで
浸水範囲が低減

10+5+20＝35万m3 地下箱式調節池と
同等の機能を発揮












































































































































